
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

標記感染症対策として 3密回避に留意した

会場設営等に努めます。参加される皆様には

検温、手指消毒、マスク着用等についてご協

力をお願いいたします。 
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2022年度 合同年次大会 報告及び議案事項 

 

報告及び議案事項１   

2021年度事業報告及び収支決算並びに監査報告について  

報告及び議案事項２   

2022年度事業計画及び収支予算について  

 

 

以上の議案を提出します。 

 

 

 

2022 年 7 月 2 日 

 
 

公益社団法人日本技術士会東北本部 岩手県支部 

支 部 長    小 野 寺  徳 雄 

 

 

い わ て 技 術 フ ォ ー ラ ム 

代 表 幹 事    佐 藤    悟 
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 報告及び議案事項１  

2021 年度岩手県支部事業報告書 

〔2021 年 4月 1日～2022 年 3月 31 日〕 

 

 2021 年度の活動概要 

2021 年度は、2020 年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の影響を受けた 1年でし

たが、感染拡大防止策を講じながら会員の工夫により活動を行うことができました。 

活動の概要を以下に報告します。 

1．年次大会 

7 月 3日（土）に支部会員 35名の本人出席により開催し、議案事項は事務局提案の

とおり承認されました。大会後には恒例の記念講演を開催しました。 

2．役員会 

感染防止対策を講じたうえで、コロナ禍以前と同様に隔月で計 6 回開催しました。 

3．講演会 

コロナ禍以前と同様に、年次大会時のほか、秋季、新春の計 3回開催しました。な

お、秋季と新春講演会では会員限定ですがオンライン併用開催とし、新春講演会で

は事前予約制ではあるものの約 2年ぶりに会員以外の皆さんの聴講も可能としまし

た。 

4．研究会活動 

都市研究会がオンラインで意見交換を 3回、10月以降に河川、農業、応用理学、鉄

道の各研究会が現地研修を行うなど、各研究会がそれぞれに工夫しながら活動を行

いました。 

5．いわてサイエンスシンポジウム 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催が中止となりました。 

6．「技術士の目」の連載 

2019 年 8 月から日刊岩手建設工業新聞への掲載を始めた「技術士の目」は、2021 年

9 月 1日で予定の 50＋1回で連載を終了しました。 

 

このようにコロナ禍の厳しい環境の中ではありましたが、会員の皆様のご協力により

当支部の活動理念の具現化に向けて、社会・地域から頼りにされる技術士会岩手県支部

としての着実な歩を進めることができたものと感じています。 
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2021 年度いわて技術フォーラム事業報告書 

〔2021 年 4月 1日～2022 年 3月 31 日〕 

 

 2021 年度の活動概要 

2013 年 7 月の「いわて技術フォーラム」発足から 9 年目となりました令和 3 年度は、

各研究会の活動、講演会の開催、広報・普及活動など、技術士会岩手県支部との連携の

もと、コロナ感染防止対策を講じた対面での研修会、また初めての試みとして Web 配信

による研修会など新たな方法を展開し、会員の皆様のご理解とご協力を賜り、活動を行

うことができました。 

 

2016 年度からの新たな取り組みであった「いわて技術士交流会」を 3 回開催し(第

1、2回目は対面、第３回は対面及び Web 配信、第４回はコロナ感染状況を考慮し中

止)、技術の研鑽と会員相互のつながりの強化が図られました。 

 

また、岩手県主催の「いわてまるごと科学館 2021」は、新型コロナウィルス感染症対

策の長期化が想定されることを踏まえて、やむを得ず対面及びオンラインも含め全面的

に中止となりました。２０２２年度は、新型コロナウィルス感染症の状況を注視しつ

つ、実地開催を想定して検討を進めます。 

 

このように、長期化するコロナ禍の下、限られた活動を余儀なくされましたが、Web

配信による研修会の実施など新たな方法を展開したことの成果を得ることができました

ことは、会員各位のご理解とご協力の賜物と深く感謝を申し上げる次第です。 
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I. 一般事業 

１. 委員会・研究会活動 

１－１ 委員会活動 

(1) 役員会の開催（役員会）→詳細は P.15｢2.役員会｣にて記述 

岩手県支部の規則に則り年間 6 回の役員会を計画し、支部活動に関する協議を開

催した｡ 

(2) 年次大会の開催（総務委員会） 

岩手県支部及びいわて技術フォーラムの 2020 年度活動、決算報告、2021 年度の活

動、予算計画の報告を行った。（2021 年 7 月 3 日） 

(3) 技術士名簿の発行（総務委員会） 

岩手県支部及びいわて技術フォーラムの技術士名簿を作成し、会員に配布した。

（2021 年 7月） 

(4) 広報活動（広報委員会） 

① 東北本部「ガイアパラダイム」への寄稿を行った。 

第 73号（2021.7）： 

 技術漫歩 「純国産エネルギーから持続可能な社会への貢献」 

～地熱発電所の地域貢献について考える～（加藤 修 氏） 

 岩手県支部 2020 年度後期活動報告（松原 和則 氏） 
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第 74 号（2022.01）： 

 各県支部長年頭の挨拶 「年頭に思う『効率化』への懸念」（小野寺 徳雄 氏） 

 部会・委員会活動 男女共同参画推進委員会「第 14 回女性技術士交流会」

を運営しました ～第 50 回日韓技術士国際会議プレイベント～ 

 岩手県支部 2021 年度前期活動報告（利部 哲 氏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ホームページ、Eメールを活用した会員への情報提供、一般社会への PR を行った。 

  



 - 6 -

(5) 講演会開催 （総務委員会） 

 2021.7.3 於：エスポワールいわて 

～シリーズ岩手を知る（第 21回）～ 

「東日本大震災後の緊急対応、復旧・復興、伝承」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演会を紹介する の記事 2021.7.10 
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 2021.10.9 於：エスポワールいわて 参加人数：44人 

～シリーズ岩手を知る（第 22回）～ 

「岩手発ブラックホール行き ～銀河鉄道の旅～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

講演会を紹介する の記事 2021.10.15 
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 2022.1.29 於：エスポワールいわて 参加人数：47人 

～シリーズ岩手を知る（第 23回）～ 

「自然とともに生きた縄文人」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 技術部門別の研究活動全般の統括や技術士倫理に関する活動 （技術委員会）→ 詳細

は別紙「活動報告」にて記述 

 現場セミナーの開催など 

講演会を紹介する の記事 2022.2.4 



 - 9 -

 

(7) いわて技術士交流会 （いわて技術フォーラム）→ 詳細は別紙「活動報告」にて記述 

例年 4 回開催されるが、新型コロナウイルス感染症の状況を考慮し 3 回の開催と

なった。 

業務・研究発表（2名） 

 第 1回 2021.05.27 於：エスポワールいわて 参加人数：24 人 

 第 2回 2021.07.29 於：エスポワールいわて 参加人数：17 人 

 第 3回 2021.10.01 於：エスポワールいわて 参加人数：15 人 
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１－２  研究会活動 

各研究会等において次の事業が行われた。 

研究会名 事業名 実施月日 実施場所 事業内容，テーマ等 参加人数 

河 川 現場見学会 2021.10.09 
宮古市 
山田町 

東日本大震災津波対策、 
令和元年東日本台風復旧 

18 名 

鉄 道 現場見学会 2021.11.26 岩手飯岡駅 

(1)資料による事業概要及び
工事内容確認 
(2)工事現場内からの工事実
施状況確認 
・工事現場から事業概要及び
工事内容、及び新幹線構造物
との位置関係等の確認 
・杭基礎の支持地盤、杭頭処
理、建築物基礎の型枠や鉄筋
組立状況の確認 

3 名 

都 市 

意見交換会 2021.11.20 Web による 
会員の「まちづくり」に関する
活動状況の報告と次回の内容
のテーマ決め 

5 名 

講演会 2022.01.15 Web による 

盛岡市都市整備部長 高濱氏
による「盛岡の中心市街地に
おけるまちづくり」に関する
講演会 

7 名 

意見交換会 2022.02.12 Web による 
高濱氏の講演内容を受けた意
見交換会 

8 名 

施 工    
コロナ及び他研究会への参加
により今年度活動はなし 

 

農 業 現地研修会 2021.10.29 
花巻市 
北上市 

会員の技術研鑽に資する活動
として、農業水利事業及びた
め池整備事業の現地研修会を
開催。 

23 名 

森林・水産 

令和 2 年度 
総会 

メールに

て議決 
 

1. 総会 
活動報告・役員改選・会計報告 

27 名 

現地見学会    
新型コロ
ナにより

中止 

技術士会主催
行事への積極
的参加 

2022.1.29 
2022 新春講
演会 

「自然とともに生きた縄文人」 
一戸町教育委員会 世界遺産
登録推進室 文化財主任  
菅野紀子氏 
積極的な参加 

複数人 

機関誌への投
稿 複数  

技術士の目、ガイアパラダイ
ムへの積極的な投稿 

複数人 

鋼構造及び 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 
現場見学会    

鳥インフ
ル対応の
為中止 
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研究会名 事業名 実施月日 実施場所 事業内容，テーマ等 参加人数 

応用理学 野外見学会 2021.11.12 

釜石市栗林地
区、鵜住居・
根浜地区、旧
釜石鉱山事務
所 

テーマ：釜石市栗林地区の古
生代地質の観察と周辺のジオ
ポイントの見学 

講師：望月貴志氏 

（岩手県立博物館 専門学芸員） 

  ：佐藤修一郎氏 

（岩手県立博物館 専門学芸調査員） 

20 名 

(講師 2 名
を含む) 

建設 ICT 

生産ｼｽﾃﾑ 

技術セミナー 
 
「3次元計測 
と4次元G空
間情報の利活
用」 

2021.05.27 

日本ｲﾝｼｰｸ 

ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ 

（東京） 

●建設ICT普及活動 

ア）一般社団法人全国地域活性化
支援機構令和 3 年度 技術ｾﾐﾅｰ
にて「テーマ：建設DX における
測量設計業の課題と対策」と題
し、ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀを
安野代表が実施 

会員他約60

名参加 

経営セミナー 
 
「急速に変化
する社会環境
への対応」 

2021.10.27 

ﾎﾃﾙﾒﾄﾛﾎﾟﾘﾀﾝ

高崎 

ｻﾌﾞ会場：日

本ｲﾝｼｰｸｾﾐﾅｰ

室（大阪） 

イ）一般社団法人全国地域活性化
支援機構令和 3 年度 経営ｾﾐﾅｰ
にて「建設DXと建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄの現
状と課題」と題し、村上副代表 
が講演 

会員他約30

名参加 

経営セミナー 
 
「急速に変化
する社会環境
への対応」 

2021.10.27 

ﾎﾃﾙﾒﾄﾛﾎﾟﾘﾀﾝ

高崎 

ｻﾌﾞ会場：日

本ｲﾝｼｰｸｾﾐﾅｰ

室（大阪） 

ウ）一般社団法人全国地域活性化
支援機構令和 3 年度 経営ｾﾐﾅｰ
にて「建設DXと建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄの課
題と対策」と題し、ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮ
ﾝ・ﾊﾟﾈﾗｰとして安野代表が参加 

会員他約30

名参加 

   

●建設ICT研究テーマ他 
ア）同構とのコラボレーションと
して久慈市での行事を検討した
が、コロナ禍で中止となった。 
イ）テーマ（河川管理・インフラ
メンテナンス）による研究につい
ては、新たな実施はなかった 
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２. 広報及び普及啓発事業 

広く社会に技術士制度の普及啓発を図るとともに、技術士活用の促進，CPD 実施の促進

及び支援のための情報提供など、技術士活動の活性化を図るための、以下の事業を行っ

た。 

(1) 広報 

① ホームページ，Eメールを活用した会員への情報提供，一般社会への PR 

② 会員名簿の作成，配布 

③ 東北支部「ガイアパラダイム」、公益社団法人日本技術士会「技術士」への寄稿 

(2) 普及啓発 

① 会員及び協賛企業及び団体の拡大に向けた活動 

 

３. 技術士の資質の維持・向上のためのＣＰＤ活動 

技術士の資質の維持・向上を目的として、技術講演会ならびに研究会活動など、CPD 活

動を「1. 委員会・研究会活動」に示すとおり開催した。 

４. 社会貢献活動 

(1) 講演会の開催 

新型コロナウイルス感染拡大に伴い感染防止対策を行いながら講演会を開催した。 

2021.07.03 「東日本大震災後の緊急対応、復旧・復興、伝承」 

2021.10.09 「岩手発ブラックホール行き ～銀河鉄道の旅～」 

2022.01.29 「自然とともに生きた縄文人」 

(2) 連載企画「技術士の目」執筆 

日刊岩手建設工業新聞に月 2 回の掲載。防災や社会資本整備など社会経済が抱え

る問題について、会員がそれぞれ考えている意見を寄稿した。連載は 2019 年 8月か

ら開始し、2021 年 9月で終了した。 

 

 

 

2021 年度の執筆者 

投稿者氏名 掲載日 タイトル

小野寺徳雄 2021-09-01  「防災の日」に思う「防災・減災」

高橋  修 2021-08-18  鉱物資源探査分野の技術士の目

加藤  修 2021-08-04  民間企業にもできる地元愛の醸成

赤松 久生 2021-07-21  復興道路・復興支援道路の整備について

大坪 俊介 2021-07-07  岩手県のこれからの災害について

日當 正樹 2021-06-16  三陸復興国立公園における法面緑化

三澤 功一 2021-06-02  ランナー技術士が見た盛岡のインフラと人

永田 裕一 2021-05-26  始まりも終わりも区画整理

早坂 辰江 2021-05-12  岩手のジオパーク～三陸ジオパーク

野場  稔 2021-04-21  私たちの道路

金田 明久 2021-04-07  道路管理の現場から ～ICTを活用した道路管理～
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５. 東北本部活動への参加 

東北本部との連携によって、本会の円滑な運営を図るために、以下の活動に参加した。 

(1) 役員会への参加(Web) 

(2) 東北本部政策事業委員会への参加(Web) 

(3) 東北本部機関誌「ガイアパラダイム」への寄稿 

６. その他 

吉田行男氏が岩手日報（2021 年 7月 20 日）で紹介されました。 
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東日本大震災で津波の犠牲になった佐々木勇人(はやと)さんを悼む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

岩手日報 （2021 年 11 月 30日） 
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陸前高田市の職員であり技術士でもあった佐々木勇人さんの名前を含む刻銘碑が、職

員犠牲者家族の会により建立された。 

 

  

岩手日報 （2021 年 12 月 1 日） 
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II. 会議の記録 

１. 合同年次大会 

公益社団法人日本技術士会東北本部岩手県支部・いわて技術フォーラム 

2021 年度合同年次大会 

実施日 ： 2021 年 7月 3 日（土）13：30～ 

場 所 ： エスポワールいわて 2F大ホール 

概  要 ： 報告及び議案事項 1  2020 年度事業報告及び収支決算並びに監査報告について 

報告及び議案事項 2  岩手県支部長及びいわて技術フォーラム代表幹事について 

報告及び議案事項 3  2021 年度事業計画及び収支予算について 
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２. 役員会 

開催日 役員会 主要議題 

2021.6.10 第 1 回役員会 

・ 東北本部役員会報告 

・ 技術フォーラム代表幹事選挙の状況について 

・ 新役員体制について 

・ 合同年次大会、講演会の開催方式（案）について 

・ 合同年次大会の議案の承認について 

・ 秋季講演会、新春講演会の予定について 

2021.7.26 第 2 回役員会 

・ 東北本部役員会報告 

・ 「技術士の目」連載の終了について 

・ 秋季講演会、新春講演会について 

・ 地域産学官と技術士との合同セミナー(10/1、秋田市)へ

の参加について 

・ 各研究会の活動報告、活動予定について 

2021.9.21 第 3 回役員会 

・ 東北本部政策事業委員会報告 

・ 地域産学官と技術士との合同セミナーについて 

・ いわてまるごと科学館について 

・ 秋季講演会、新春講演会について 

・ 各研究会の活動報告、活動予定について 

2021.11.25 第 4 回役員会 

・ 東北本部役員会(Web 会議)報告 

・ 技術士 CPD 活動の管理及び活動制度 

・ 秋季講演会の報告 

・ 新春講演会について 

・ ガイアパラダイム技術士東北への寄稿報告とお願い 

・ 各研究会の活動報告、活動予定について 

2022.1.29 第 5 回役員会 

・ 新春講演会について 

・ 東北本部役員会報告 

・ 第 50 回日韓技術士国際会議報告書について 

・ ガイアパラダイム技術士東北への寄稿者について 

・ 秋季講演会以降の講演候補について 

・ 各研究会の活動報告、活動予定について 

2022.3.18 第 6 回役員会 

・ 2022 年度事業スケジュールについて 

・ 2022 年度合同年次大会に向けた準備について 

・ 東北本部長表彰（感謝状謹呈）協賛企業の推薦について 

・ 各研究会の活動報告、活動予定について 

なお、役員会の議事録については、随時，当会ホームページに掲載しております。  
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III. 会員の動向 

１. 岩手県支部 

2022 年 4 月時点の会員の動向及び構成は以下の通りである。 

【会    員】120 名（実数）：前年度会員数 122 名 

【準 会 員】  9 名（実数）：前年度会員数 9名 

【賛助会員】  8 社：前年度会員数 8社 

下のグラフに示された各部門の人数は複数部門をカウントした数値になっているので実数と整合しない 
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２. いわて技術フォーラム 

2022 年 4 月時点の会員の動向及び構成は以下の通りである。 

【会    員】187 名（実数）：前年度会員数 194 名 

【準 会 員】  9 名（実数） 

下のグラフに示された各部門の人数は複数部門をカウントした数値になっているので実数と整合しない 
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（単位：円）

科　　　目 予算額 決算額 増　減 摘　　要

会 費 426,000 408,000 18,000

会 費 未 収 入 金 30,000 0 30,000

総 会 参 加 費 120,000 0 120,000

各 種 事 業 参 加 費 120,000 0 120,000

雑 収 入 3,283 0 3,283

当 期 収 入 計 (A) 699,283 408,000 291,283

前 期 繰 越 収 支 差 額 200,717 200,717 0

収 入 合 計 (B) 900,000 608,717 291,283

（単位：円）

科　　　目 予算額 決算額 増　減 摘　　要

総 会 費 100,000 5,000 95,000 資料コピー代

役 員 会 費 50,000 36,730 13,270 会場費等

委 員 会 ・ 研 究 会 活 動 費 350,000 157,966 192,034 活動費、ﾊﾟｿｺﾝ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰﾘｰｽ代他

広 報 ・ 渉 外 費 240,000 222,200 17,800 会員名簿、新年特集号広告

事 務 費 150,000 132,858 17,142
送料、送金手数料、会員名簿送料、

会費納入送金手数料、事務手数料

小 計 890,000 554,754 335,246

予 備 費 10,000 0 10,000

当 期 支 出 計 (C) 900,000 554,754 345,246

当 期 収 支 差 額 (A) － (C) △ 200,717 △ 146,754 △ 53,963

次期繰越収支差額(B)-(C) 0 53,963 △ 53,963

(2021年4月1日 から 2022年3月31日まで)

いわて技術フォーラム　2021年度収支決算書

【収入の部】

【支出の部】
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公益社団法人日本技術士会東北本部 

岩手県支部 

組織図（2022 年 6 月現在） 
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いわて技術フォーラム 

組織図（2022 年 6 月現在） 
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 報告及び議案事項 2  

2022 年度岩手県支部事業計画書 

〔2022 年 4 月１日～2023 年 3 月 31 日〕 

 

 活動理念 

■自らの資質を向上させるよう、社会の変化に対応した技術の研鑽に継続して取り組む。 

■岩手県支部の総合力を向上させるよう、支部活動を通じて会員相互の連携を強化する。 

■社会・地域により一層の貢献ができるよう、公益的な活動や他機関との協働を進める。 

■技術士活動の継続的な発展が図れるよう、あらゆる場で若い技術者の育成を心がける。 

 

 2022 年度の活動にあたって 

東日本大震災から 11 年が過ぎましたが、その後も頻発・激甚化する災害等から県民の

安全・安心な暮らしを守るため、日々の業務での専門技術を活かした取り組みや社会貢

献など、会員の皆様の献身的な活動に対しまして衷心より敬意を表します。 

2022 年度の始まりにあたり、活動理念を具体化する形で本年度の活動にあたっての基

本的な方針を、以下に記します。 

技術士の使命は公益の確保を第一義とし、その技術を社会全体の幸福のために活かす

ことですから、常に社会の変化や社会的な要請に対応した技術の継続的な研鑽に取り組

み、資質の向上に努めなければなりません。県支部各研究会での研究・研修活動のほか、

全ての県内技術士を対象とした業務・研究発表などの取組についても個々の資質向上と

ともに、県支部の総合力向上にもつながることから、今年度も継続して実施します。 

2022 年度も支部主催の講演会を継続開催するほか、2016 年から取り組んでいる岩手県

主催の「いわてサイエンスシンポジウム」への出展など、公益的な活動や他機関との協働

を進めることによって技術士についての社会的な理解を広げ、深められるよう取り組ん

でいきます。 

あらゆる組織においてその将来的な発展を担うのは次の世代となる若者です。技術士

会活動のみならず、あらゆる場で若い技術者・技術士の育成を心がけましょう。 

今年度も、引き続き新型コロナウイルス感染症の影響で支部活動に制約を受けること

が予想されますが、この困難を乗り越え、より一層、社会・地域から頼りにされる技術士

会岩手県支部を目指して参りたいと思いますので、会員の皆様のご理解とご協力をお願

い申し上げます。 
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2022 年度いわて技術フォーラム事業計画書 
〔2022 年 4 月１日～2023 年 3 月 31 日〕 

 

 2022 年度の活動にあたって 

2022 年度は、コロナ感染症が長期化する中ではありますが、引き続き、技術士会岩手

県支部との連携した取組を基本としつつ、県内技術士の一体となった活動の場として機

能することを意識した活動をコロナの感染状況を注視し、かつコロナ感染拡大の防止に

最大限の配慮をした上で、Web 配信も併用し活動を展開していきます。 

 

具体的には、「いわて技術士交流会」を 4 回開催するほか、岩手県主催の「いわてま

るごと科学館 2022」及び県支部主催の「秋季講演会・新春講演会」へ技術士会岩手県支

部と協働し活動していきます。 

 

これらの活動により、会員の技術力の向上と会員相互の理解・連携の強化を図り、あ

わせて、技術士活動についての普及啓発に努めてまいります。 

 

また、活動を実施する際には、長期化するコロナ感染拡大防止の観点から、会員各位

のご理解とご協力をお願いすることになるかと存じますが、何卒宜しくお願い申し上げ

ます。 
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I. 一般事業 

１. 委員会活動 

主体 事業計画 概  要 実施予定 

役員会 役員会 
岩手県支部の規則に則り年間 6 回を計画
し、支部活動に関する協議を行う 

隔月 

総務委員会 

2022 年度次大会 2021 年度活動報告及び 2022 年度事業計画 2022.07.02 

技術士名簿作成 
岩手県支部及びいわて技術フォーラム会
員技術士の名簿作成 

2022.10 

企画委員会 

いわてｻｲｴﾝｽｼﾝﾎﾟｼﾞ
ｳﾑ 

(いわてまるごと科学館) 

岩手県政策地域部の主催による、小中学
生を対象とした、広く科学技術について
の教育啓蒙活動への参加。当支部もその
協賛支援団体で参画。 

2022. 11 

2022 秋季講演会 未定 2022.10.08 

2023 新春講演会 未定 2023.01.28 

広報委員会 

HP 運用 会員及び一般向けの情報掲載 随時 

ガイア寄稿 
岩手県支部活動報告ほかの寄稿 
（2 回／年程度） 

東北本部依
頼時 

いわてｻｲｴﾝｽｼﾝﾎﾟｼﾞ

ｳﾑ(いわてまるごと科

学館)への出展 

①VR 体験 

②模型で土木を体験 

③3D 体験 
2022.11 

技術委員会  各研究会の活動計画は次頁参照  

いわて技術

フォーラム 

いわて技術士会交
流会 

業務・研究発表 第 1 回 
業務・研究発表 第 2 回 
業務・研究発表 第 3 回 
業務・研究発表 第 4 回 

2022.05 
2022.07 
2022.09 
2022.11 

技術士名簿作成 
岩手県支部及びいわて技術フォーラム会
員技術士の名簿作成 

2022.10 

いわてｻｲｴﾝｽｼﾝﾎﾟｼﾞ
ｳﾑ 
(いわてまるごと科学館) 

県主催「いわてまるごと科学館2022」 

技術士会岩手県支部と協働で体験型の技
術出展予定 

2022.11 

 

  

※従来対面方式 
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２. 研究会等活動 

研究会名 事業計画 概  要 実施予定 

道 路  情勢を勘案しながら今後検討  

河 川 現場研修会 

西和賀町 
・国道 107 号大石地区地滑りに伴復旧 
北上市 
・県営入畑ダム地砂対策 

2022.10 

鉄 道 現場見学会 
岩手飯岡駅 
自由通路及び橋上駅舎の現場見学 

2022.11 

都 市 

講演会および意見

交換会（Web） 

昨年度に引き続き、会員が携わった「まちづ
くり」に関する講演会、意見交換および現地
見学を実施する。 

2022.09 
2022.11 
2023.02 

まちなか探訪会 

盛岡市 

2021 年の講演会において紹介された盛岡市
のウォーカブルシティーの取り組み事例の
現地見学を行う。 

2022.10 

施 工 現場研修会 
西和賀町 
R107 号地すべり対策 

2022.10 

農 業 現地研修会 
奥州市ほか 
会員の技術研鑽に資する活動として、仮）
ほ場整備事業等の現地研修会を開催する。 

2022.10 

機械電気  情勢を勘案しながら今後検討  

森林・水産 

令和 3 年度総会 
1. 総会 
活動報告・会計報告 

2022.04.22 

現地見学会 白神山地 2022.09 

技術士会主催行事
への積極的参加 

技術士と地域との関わりなど広いテーマで
開催される 

年数回 

いわて技術士交流
会 

技術士と地域との関わりなど広いテーマで
開催される 

年数回 

鋼構造及び 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 

現場見学会 
■既設橋劣化事例現場見学 
■新設橋梁現場見学 

2022.10 

～11 

応用理学 野外見学会 

応用理学に関連する見学会 

（技術士を目指す若手技術者～ベテラン技
術者までを対象に、世代間コミュニケーシ
ョンの活性化を図る場として） 

2022.10 
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研究会名 事業計画 概  要 実施予定 

建設 ICT 生産

システム 
ICT 研究会 

●建設 ICT 普及活動 

・岩手県として、第 1 号発注となった 3D

設計業務（下記記事参照）について、県担

当者あるいは受託側管理技術者による業務

内容紹介等支部・フォーラム勉強会 

※現在調整中 

 

●2 テーマ（河川管理・インフラメンテナン

ス）による研究 

 未定 

2022.04～ 
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３. 社会貢献活動 

(1) 講演会などの開催 

感染症対策を徹底したうえでの講演会などの開催においては、市民へ参加を呼び

かけ岩手県の震災復興、地域の活性化に向けた取り組みについて情報発信を行う。 

(2) いわてサイエンスシンポジウム（いわてまるごと科学館）への参加 

感染症対策を徹底したうえで、従来の対面方式を予定している。 

 主催：岩手県（いわてサイエンスシンポジウム 2022 実行委員会） 

 開催目的：将来を担う子供たちに先端科学にふれる機会を提供する県民参加型科

学技術の普及活動 

 日時：2022 年 11 月 

 場所：アイーナ 

 当支部・フォーラムの参加：体験・展示コーナーへの出典 

４. その他 

岩手県内在住の技術士が参加できる事業を展開し、併せて日本技術士会未加入の技術

士に対する加入促進を図る。 
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東北本部 + 岩手県支部 一般会計収支予算書（案） 

（2022 年 4 月 1日から 2023 年 3月 31 日まで） 

 

 

 

 

2022 年度 2021 年度 

(単位:千円) 
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2022 年度 2021 年度 

(単位:千円) 
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2022 年度 2021 年度 

(単位:千円)
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　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目 予算額 前年度予算額 増　減 摘　　要

会 費 402,000 426,000 △ 24,000 会員67名分

会 費 未 収 入 金 30,000 30,000 0 H30 1名、R1 1名、R2 1名、R3 2名、

総 会 参 加 費 150,000 120,000 30,000

各 種 事 業 参 加 費 150,000 120,000 30,000 技術講演会・新年交歓会等

雑 収 入 14,037 3,283 10,754 受取利息等

当 期 収 入 合 計 746,037 699,283 46,754

前 期 繰 越 収 支 差 額 53,963 200,717 △ 146,754

合　　計 800,000 900,000 △ 100,000

　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目 予算額 前年度予算額 増　減 摘　　要

総 会 費 70,000 100,000 △ 30,000 会場費、資料コピー代他

役 員 会 費 50,000 50,000 0 会場費、資料コピー代他

委員会・研究会活動費 300,000 350,000 △ 50,000 活動費、ﾊﾟｿｺﾝ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰﾘｰｽ代

広 報 ・ 渉 外 費 230,000 240,000 △ 10,000 INS会費、会員名簿、広告費

事 務 費 140,000 150,000 △ 10,000 送料、送金手数料、事務手数料他

小　　計 790,000 890,000 △ 100,000

予 備 費 10,000 10,000 0

合　　計 800,000 900,000 △ 100,000

(2022年4月1日 から 2023年3月31日まで)

いわて技術フォーラム　2022年度収支予算書

【収入の部】

【支出の部】
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技術士倫理要綱  
公益社団法人 日本技術士会 
昭和 36 年 3 月 14 日 制定 
平成 11 年 3 月 9 日同改訂 
平成 23 年 3 月 17 日同改定 

 

技術士は、科学技術が社会や環境に重大な影響を与えることを十分に認識し、

業務の履行を通して持続可能な社会の実現に貢献する。  

技術士は、その使命を全うするために、技術士としての品位の向上に努め、

技術の研鑽に励み、国際的な視野に立ってこの倫理綱領を遵守し、公正・誠実

に行動する。  

 

（公衆の利益の優先） 

 1．技術士は、公衆の安全、健康及び福利を最優先に考慮する。 

（持続可能性の確保） 

 2．技術士は、地球環境の保全等、将来世代にわたる社会の持続可能性の確保に努める。 

（有能性の重視） 

 3．技術士は、自分の力量が及ぶ範囲の業務を行い、確信のない業務には携わらない。 

（真実性の確保） 

 4．技術士は、報告、説明又は発表を、客観的でかつ事実に基づいた情報を用いて行う。 

（公正かつ誠実な履行） 

 5．技術士は、公正な分析と判断に基づき、託された業務を誠実に履行する。 

（秘密の保持） 

 6．技術士は、業務上知り得た秘密を、正当な理由がなく他に漏らしたり、転用したりしな

い。 

（信用の保持） 

 7．技術士は、品位を保持し、欺瞞的な行為、不当な報酬の授受等、信用を失うような行為

をしない。 

（相互の協力） 

 8．技術士は、相互に信頼し，相手の立場を尊重して協力するように努める。 

（法規の遵守等） 

 9．技術士は、業務の対象となる地域の法規を遵守し、文化的価値を尊重する。 

（継続研鑽） 

10．技術士は、常に専門技術の力量並びに技術と社会が接する領域の知識を高めるとともに、

人材育成に努める。 

 


